
ＡＴガイドと北海道アウトドア資格制度

ガイドの5つの中核的能力
（「ATガイド資格＆能力基準）

技術的能力
Technical Competency

ウィルダネスメディシンと

ファーストエイド
Wilderness Medicine & First Aid

顧客サービスと集団管理スキル
Customer Service & Group Management Skills

持続可能性
Sustainability

自然史と文化史の解説
Natural & Cultural History Interpretation

左記の基準で見た
北海道アウトドア資格制度のレベルイメージ

十分に満たしているが、国際基準には未準拠

十分に満たしているが、国際基準には一部未準拠

補う必要がある部分の研修
をカリキュラム化
（Ｒ元ＡＴ受入推進事業）

北海道アウトドア資格制度
ビルトイン検討

※１

※１

ISO規格やメディカ
ルエイドの国際基
準等への準拠

特に文化史に関し

補う必要あり

SDG’sの観点から一部補う必要あり

外国人団体に対するリスクマネジメント

に関し一部補う必要あり

【準拠を検討すべき国際規格・国際基準】

ISO21101、ISO21102、ISO21103 ・・・ ＡＴに関する技術基準

ISO20611 ・・・ ＡＴの持続可能性に関する基準

ILCOR ・・・ ファーストエイドに関する国際基準

WMS ・・・ 遠隔地ケアに関する国際基準

※１ ※２
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参照基準

ISO21101

ILCOR

WMS

ISO21101

ISO21102

ISO21103

ISO20611

資料６



ISO/TR 21102 が定める
ＡＴ活動の指導者に望まれる能力

•環境条件の説明

•集団管理とりまとめ技術

•地域社会に関する情報

•法的要件、法定要件

知識

•口頭伝達における表現力

•必要とされる技術の明示

•適切なリーダーシップ

•基本的な生命維持技術

技能

•人々の信頼感を得る

•意見を聞き共感を示し、辛抱強く対処

•計画を立て、傾向を予想しプロジェクトを準備

•楽観的に柔軟に状況に対処

態度または

特質

評価する3つの能力 主な内容 必要なカリキュラム

サステナブル

ツーリズム

リスクマネジメント

北海道の歴史・文化


